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岩宿発掘回顧展
の開催
Fig．1
屋示風景
　1988（昭和63）年度も，前年度の本館嘱託職員と新年度嘱託職員2名の交替で
開始された。新年度の計画表では，昨年度から実施された『ミニミニ特別展』・
『博物館公開講座一明治大学考古学ゼミナール』などといった事業に加えて，福
岡県教育委員会と明治大学との共催による『大宰府展』も予定されていることな
ど多忙の一年を予想さぜるものがあった。
　まず，第1回目の事業としては『岩宿発掘回顧展』をあげなければならないだ
ろう。会期は4月25日から5月20日までのわずか1ヵ月足らずである。開催の目
的は1949（昭和24）年に本学考古学研究室が，日本の考古学史に輝かしい一ペー
ジをつけ加えたあの群馬県・岩宿遺跡の発掘調査を手がけてから，まもなく40年
を数えるにあたるので，それに先きがけて実施するものである。会場は本館の参
考展示室である。この準備は4月の早々から着手した。
　展示資料は著名な，しかも重要文化財の指定を受けている岩宿1の石器群をは
じめ，未公開の数々の書類，発掘当時の新聞記事，発掘に要した費用の金銭出納
帳，故杉原荘介教授自筆による石器名の欧文・和文対比表など興味深いものぼか
りである。ちなみに，展示は，「岩宿の発見」・「発掘」・「報告書刊行まで」・
「書きかえられた日本の歴史」・「岩宿以後一あいつぐ発掘一」・「岩宿遺跡の
将来」・「考古学者・杉原荘介」などの小テーマによって構成される。特に「報
告書刊行まで」のところで展示された杉原教授自筆の石器対比表や地質学者高井
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鏡の世界展の開
催
Fig．2
　展示用の鏡
列品点数84面
蔵品図録：1の刊
行
冬二・鹿間時夫両教授の岩宿遣跡における地質所見を記した書簡などは，研究者
のみならず一般の見学者の注目を集めていた。
　なお，会期中の4月29日には，考古学専攻卒業生の同窓会が催され，このアトラ
クションとして岩宿遺跡に関する講演会が行れた。講師は卒業生の一人であり，
直接岩宿遺跡の発掘に参加された岡本勇氏と群馬県笠懸村教育委員会の若月省吾
氏とにお願いした。本講演会も岩宿発掘40周年にちなんで企画されたものである。
やがて，それらの事業終了後に群馬県側から明治大学へ，1989年度中に岩宿発掘
40周年を記念して特別展を開催したいので協力してほしいという依頼があった。
ここにr岩宿発掘回顧展』を開催した目的の一つが達成されたことにもなる。
　つづいて5月28日から『鏡の世界』と題する特別展を開催した。この特別展は
当日からはじまる『博物館公開講座』に合せて実施するものであり，資料はすべ
て本館が長い時間をかけて収集したものぽかりである。この種類を列記すると，
彩画文鏡・山字文鏡・渦文
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萄鏡・瑞花四鳥文八稜鏡・
天人文八花鏡・三角縁神獣
鏡（傲製）・重圏文鏡・珠
文鏡・五鈴鏡・瑞花双鳳文
八稜鏡・双魚文鏡といった
ものに加えて柄鏡類を合せ
て計84面の鏡が列品された。
会場は本館参考展示室である。会期は5月28日から7月23日までの約2ヵ月間で
ロングラーンの特別展であった。学生の勉学に役立つようにという配慮から収集
された鏡も，一堂に集めて列品すると展示室全体の雰囲気が歴史の重みを感じさ
せるものがあった。
　なお，この特別展に合せて図録を刊行した。図録は明治大学考占学博物館蔵品
図録ということで，シリーズものにし，今回はその第1冊目ということになる。
内容はもちろん銅鏡関係である。掲載点数は特別展の列品点数と同様に84面であ
り，写真と拓本それに断面図を付記したもので，カラー写真10葉を加え本文140
ページの図録である。館蔵品図録は毎年発行するには人的にも予算的にも困難で
あることから，2～3年置きぐらいの期間を目安すにNo．　2，　No．　3を発行していき
たい希望をもっている。もっとも本館で発行する印刷物は，原則的に実責頒布す
る方針である。なぜなら，博物館における真のサービスを徹底するためである。
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　熱心に特別展
　に見いる観覧
　者
春の公開講座
サービスとは公平でなければならない。かって，無料がサービスと誤解されたこ
とがある。博物館のみならず行政機関におけるサービス諸機関ですら，社会的地
位のある人には，興味有無にかかわらず寄贈の対象となっていて，この結果，研
究者や勉強してみたいという人の手にはほとんど手に入らないといったことがし
ばしぼ見受けられた。そして，いつの間にか古本屋の店頭に，高価格で顔を出
し，高価格のために入手できないといった悪循環がくり返されてきたのである。
こういった差別ははたしてサービスといえるのだろうか。活用したい人はいつで
も入手できる体制こそが真のサービスといえるであろう。そのためには，欲しい
人には誰れにも公平に頒けられるように実費頒布の方法がもっとも好ましい。こ
ういうことから本館は実費頒布というサービスの方法を採用することにしたので
ある。
　『鏡の世界』をテーマとする特別展の内容と深いかかわりをもつ本年度第1回
目の公開講座の全体テーマは，『まつりと弥生文化』である。期間は5月28日
（土）を初回として，毎週土曜日5回連続で行われる。『まつりと弥生文化』を構
成する小テーマと講師名を紹介しておく。第1回は石川日出志氏の「弥生人のま
つり」，2回目は工楽善通氏の「銅鐸とまつり」，3回は井上裕弘氏の「墓と青
銅器」，4回は橋本澄夫氏の「北陸の弥生墓地」，最終回は神沢勇一氏の「呪術
の世界」の計5回の講義である。本館の公開講座は通算3回目を数え，先土器時
代・縄文時代から弥生時代へと移り，この時代に関するものとして当テーマを決
定したものである。この公開講座の特徴の一つは，講師が全員本学の卒業生であ
るということである。学生時代は同じ先生から授業を受け，また，いろいろな遺
跡の発掘に先輩・後輩として参加した，いわば「同じ釜のめし」を食べてきた仲
間が卒業後，それぞれ地方へ帰り，考古学を通じてそれぞれがおおいに活躍して
いるのである。本講座はそういった卒業生がそれぞれの地方において，自らの手
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Fig．4
　石川日出志氏
Fig．5
　工楽善通氏
に，　「墓」・「青銅器」・
もふれた。
で発掘した数々の遺跡の成果を母校の講座を通じて
直接発表してもらい，この直輸入の成果を受講者に
聞いていただくということを主旨としているのであ
る。次に講師の略歴と講義内容を記しておきたい。
　石川日出志氏は1954年に新潟県で誕生。1983年，
明治大学大学院博士後期課程中退。1983～1987年，
明治大学文学部助手。1987年，明治大学文学部専任
講師現在に至る。主なる著書・論文は「三河・尾張
における弥生文化の成立」　『駿台史学』52，1981。
「中部地方以西の縄文時代晩期浮線文土器」『信濃』
37－・2，1985。　「再葬墓」　『弥生文化の研究』8，
1988など多数。講義内容はまず今回の公開講座の全
体テーマである『まつりと弥生文化』の総論的なこ
とを述べ，そして，これを構成する第1回目の「弥
生人のまつり」として，弥生時代を生きた人々の精
神生活やそれをめぐる人々の諸活動について述べ
た。さらに，2回目からの講義を理解しやすいよう
「まつり」の3点を中心に基礎的なことがらについて
　工楽善通氏は1939年生。1964年に明治大学大学院
修士課程修了。ただちに奈良国立文化財研究所へ就
職し，平城宮跡の発掘調査に従事。1969年文化庁記
念物課へ出向し，文化財保護行政に携わる。1973年，
再び奈良国立文化財研究所へ戻り，平城宮跡の発掘
調査に従事。1986年，同研究所埋蔵文化財センター
集落遺跡研究室長となり，現在に至る。著書・論文
には「農耕文化の伝播」　『古代の日本』7，共著，
角川書店1970。　「住居と集落」　「古代史発掘』4，
共著，講談社1975。「弥生土器」『日本の原始美術』
3，講談社1979。　「火を駆使する文化の創造」『豊
饒の大地』共著，集英社1986。　「水田とむら」　『稲
のアジア史』③　共著，小学館1987など多数。
　講義は「銅鐸とまつり」のテーマにそい，銅鐸の
出現，保有の意義について分かりやすく解説。弥生
時代前期の終り頃に銅鐸を振り鳴らすまつりが開始
された。銅鐸を前にしてとりおこなう祭りは，そこ
に描かれた絵や，埋没状況などからさまざまに理解される。一般的には銅鐸は村
人の共有品であり，その集団が稲の豊作を祈り，また，秋の収穫を感謝する農耕
讃歌のための祭りを演出する重要な道具であった。このように銅鐸は農耕祭祀に
結びついた祭器であるという見方はほぼ一致するものの，その祭りの復原につい
てはいくつかの解釈があって，解決を今後に残しているという。この銅鐸に対し
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　井上裕弘氏
Fig．7
　橋本澄夫氏
て，北部九州を中心に中国・四国地方，および大阪湾沿岸にまで分布する武器形
青銅祭器や銅剣358本，銅矛16本，銅鐸6個がとも出土し考古学界をアッといわ
ぜた島根県・荒神谷遺跡にもふれて話しを進められた。
出現と衰退は「倭国大乱」と「邪馬台国」，
の関係など重要な問題を内包し，それは多くの謎につつまれている。最近の北部
　井上裕弘氏は1944年生。1970年に明治大学大学院
修士課程を修了。その後，福岡県教育委員会文化課
に勤務し，現在，同委員会主査技師。著書には「方
形周溝墓の研究」『駿台史学』24　共著　1969。「甕
棺製作技術と工人集団」　『論集日本原史』1985。
「甕棺製作技術と工人集団把握への試論」　『山陽新
幹線関係埋蔵文化財調査報告』第9集，福岡県教育
委員会　1978。　「墓と青銅器」をテーマとする講義
は，まず墓の様式の多様性を指摘し，特に北部九州
の墓制を中心に副葬品のあり方について述べた。弥
生時代前期末から中期はじめ頃，九州は甕棺集団墓
地内に朝鮮製の青銅武器や鏡を持った者と持たない
者との格差が生じ，中期後半になると多量の前漢鏡，
青銅製武器，装飾品などの副葬品が集中する厚葬墓
が平野単位に出現してくるという。これら厚葬墓は
「魏志倭人伝」にいうのちの伊都国，奴国の「王」
であった可能性が高いと指摘する。そして，王墓の
　　　　　　　「初期ヤマト政権」と「北部九州」
九州における新発見の資料は，北部九州と畿内の優
位性の対立をいっそうエスカレートさせる傾向にあ
ると述べしめくくった。
　橋本澄夫氏は1933年生。1e57年に明治大学文学部
考古学を卒業。石川県教育委員会に勤務，同県立郷
士資料館事業課長，石川県教育委員会文化財保護課
係長を経て現職，石川県埋蔵文化財センター所長に
就任。著書には「弥生文化の発展と地域性　北陸」
『日本の考古学』m　河出書房　1966。　「能登の古
式土師器」　『考古学手帳』13　1960。　「弥生土器中
部北陸1～4」『考古学ジャーナル』106・107・109・
111・1975。　r古代能登塩に関する一試論」　『論集
日本原史』1985。　「北陸の弥生墓地」をテーマとす
る講義は，北陸の定義からはじまる。北陸はかって
越と呼ぼれた地域であり，若狭・越前・加賀・能登
・越中・越後の6国をその範囲とするのが普通であ
ると。弥生文化は山陰地方を経由する海上コースと
近畿・東海地方から琵琶湖周辺経由コースを主流として波及したが，新潟地方で
は福島・長野・群馬などからの影響も強く，特殊な地域といえる。波及時期は前
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期末ないし中期初頭の頃である。墓地は方形周講墓と方形台状墓とがあり，前者
の初現は中期前葉にまでさかのぼり，後者は後出である。講義はさらに四隅突出
形台状墓の出現と高地性集落の発展へとつづいた。
Fig．8
　神澤勇一氏
修書の授与
大宰府展の開催
までの経緯
　神澤勇一氏は1932年生。1957年に明治大学大学院
修士課程を終了。1960年に神奈川県教育委員会に勤
務し，埋蔵文化財を担当，博物館設立準備事務室を経
て，学芸員・現職の学芸部専門学芸員一考古部門担
当一。著書には「墳墓・東日本」『日本考古学講座』
4　共著　河出書房　1955。神沢氏の講義テーマは
　「呪術の世界一ト骨のまつり一」である。氏は古代
日本におけるト骨研究の草分けの一人であり，今回
はこの得意な分野をお話しいただくことになった。
ト骨は弥生時代，・L・甲は古墳時代以降に例が知られ
時代さらに時期により型式が異なること，その系統
をひくト占が今日なお僅かながらも神社神事に残存
すること，またト占型式の変遷推移が各時代の精神
文化の階梯や社会構造の変化を反映することが確実
となった。しかし，ト占風習の起源・系統・目的・
手法・判定法などについては未だ多くの問題が残さ
凹れている。そこで，考古学的資料を主体に，この紹
介と研究の現状を述べながら当時の精神文化の一・端を明らかにする。
　以上，5氏による講義はそれぞれ専門的な分野をかみ砕いて説明していただき，
なかなか理解しにくい精神文化の一端をかいまみることができたという評価を受
講者から聞くことができた。なお，今回の受講者数は224名で，前回に比べて44
名の増となった。この中，皆勤者は126名で，ドイツ人のバリス・マリアさんが
代表として修了書を大塚初重館長から授与された。
　大宰府展を明治大学考古学博物館で開催することになった契機は，熊野・黒沢
の両名が出張で福岡県を訪れた際，本学の卒業生で現在福岡県立九州歴史資料館
勤務の赤司善彦氏から，大宰府発掘20周年を記念して東京で特別展を行なう計画
があるが会場がなく，ついてはどこか心当りはないかと相談を持ちかけられたこ
とから始まる。帰京後，早速くこの話について，定例会議となっている考古学研
究室との会議に諮ったところ，本館の展示室でよかったら積極的に協力すぺしと
いう意見を全員からいただいた。その旨を九州歴史資料館の赤司氏に回答したの
である。九州歴史資料館はただちに本館が特別展開催にあたって適当な条件を具
備してあるか否かの実態調査で担当職員を派遣してきた。特に，展示室の面積に
ついて綿密な調査が行われ，可能という結果がくだされたのであった。
　このことから本館はまず受入れについての学内調整をする必要が生じ，1988年
6月23日に図書館事務部庶務課を通じ関係部署に協力依頼をすることになった。
そして，刑事博物館からは，特別展会期中の展示面で大宰府に関連する内容の展
示を行い協力す旨の回答を得ることになった。このように本学始まって以来の，
いや，全国ではじめての地方公共団体と一私立大学との共雇による特別展が，こ
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テープカット
Fig．9
特別展を石松課
長の解説で見学
する来賓
こに開催されることが決定することになったのである。
　7月14日，九州歴史資料館長田村圓澄氏から明治大学木村礎学長宛へ，大宰府
史跡発掘調査20周年記念展開催要項の決定についてという文書が発送された。内
容は，発掘が語る遠の朝廷「大宰府」展というテーマとすること，主催は明治大
学と福岡県教育委員会とすること，後援は文化庁にお願いすること，期間は9月
12日～10月10日とすることなのである。8月30日，九州歴史資料館長と本館館長
とによる大宰府史跡発掘調査20周年記念特別展の協定書が締結された。考古学博
物館常設展示の撤去から始まり，特別展資料の搬入など準備は着々と進行し，一一
方では，テレビ・新聞・ポスターによる普及活動を行った。いよいよ，9月12日
オープンである。一般開放に先立ちセレモニーが行れた。まず，午前10時から大
学会館一階ロビーにおいてテープカットの式が開始され，進行は阿保藤助本学図
書館庶務課長が担当し，主催側として福岡県教育委員会竹井宏教育長・明治大学
後藤信夫理事長がそれぞれあいさつした。祝辞は文化庁記念物課大沢幸夫課長か
らいただき，ハイライトは文化庁代表・大沢幸夫氏，福岡県代表竹内宏氏，明治
大学代表，総長島田正郎氏の3者によるテープカットが行れた。その後，ただち
に特別展の見学に移り，九州歴史資料館石松好生課長の解説によって展示室を一
巡した。午前11時から進行はテープカットと同様，阿保藤助課長が引き続いて担
当し，次のような次第でレセプションが進められた。開会のことぽは本学博物館
大塚初重館長，ごあいさつ・島田正郎本学総長，祝辞・狩野久文化庁記念物課主
任調査官，乾杯の発声・大宰府跡発掘指導員平野邦雄東京女子大学教授，お祝の
ことぽ・元大宰府跡発掘指導員竹内理三早稲田大学名誉教授，下出積興明治大学
教授，大宰府跡発掘指導員渡辺定夫東京大学教授，明治大学図書館長原正彦明治
大学教授，大宰府跡発掘指導員笹山晴生東京大学教授．明治大学刑事博物館長鍋
田～明治大学教授，元大宰府跡発掘指導員井上辰雄筑波大学教授へと続き，九州
歴史資料館田村圓澄館長の閉会のことぽで，本日のセレモニーを終了した。
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Fig．10
スピーチ中の竹
内理三早稲田大
学名誉教授
Fig．11
手伝い中の博物
館実習生
秋の公開講座開
催
　　　なお，今回の特別展では，本学学芸員養成課程の
　履習学生が実習の一環として，常設展示資料の撤去
　　から太宰府展の展示作業にいたるまで積極的に協力
鰻してくれた。このように，本学はじまって以来の福
　岡県教育委員会との共催事業の特別展は，学内の一
　致団結があったれぽこそ成功したものであり，この
　点を改めて明記しておきたいと思う。
　　　「大宰府展」は盛況のうちに10月10日で終了し
　た。そして，終了と同時に，秋の公開講座開催のた
　めの準備にとりかからなけれぽならなかった。通算
馨4回目の公開講座で『古墳と地方文化』という統一・
　テーマである。今回は日本の古代国家が形成されつ
　つあった頃の各地の文化を，当時のもっとも特徴的
　　といわれる古墳の特色を通じてあきらかにすること
　を目的とする。期間は10月29日を皮切りにll月29日
　までの毎週土曜日を行うuそれぞれの小テーマは，
　　「古墳・その時代と文化」・「古墳と火の国」・「古
墳と吉備国」・「古墳と毛野国」・「北海道式古墳とその時代」である。講師は
この道の研究でもっとも活躍している卒業生にお願いし，次のようなスタッフで
行うことになった。
　10月29日の第1回目の講師は本学教授・小林三郎氏で，テーマは「古墳，その
時代と文化」である。氏は1937年生れで，1962年明治大学大学院修士課程を修了。
大学院修了と同時に明治大学考古学陳列館専任学芸員に就任し，1965年から同文
学部講師をつとめる。1976年に陳列館学芸員を辞し，文学部助教授。1982年に文
学博士号取得，教授に昇任，現在に至る。主な著書には「土師時代集落把握への
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似顔
　小林三郎氏
似顔
　自木原和美氏
　　　　　　　　　　　　　小考」　現駿台史学』31，1972。　『古墳辞典』　（共
　　　　　　　　　　　　　著）1982　東京堂出版。　「古墳時代傲製鏡の鏡式
　　　　　　　　　　　　　について」　『明治大学人文科学研究所紀要』21
　　　　　　　　　　　　　1983。　「古墳副葬鏡の歴史的意義」　『論集日本原
　　　　　　　　　　　　　史』1985吉川弘文館。　「傲製鏡研究略史」　『考
　　　　　　　　　　　　　古学叢考』1988　吉川弘文館など多数ある。
　　　　　　　　　　　　　　講義の内容は，古墳時代全体の流れについて述
　　　　　　　　　　　　　べ，古墳発生の経緯，成立後の古墳の動態，古墳
　　　　　　　　　　　　　　の変革，古墳の終末という四段階の様子について
　　　　　　　　　　　　　解説がなされた。
　　　　　　　　　　　　　　第2回目の講義は，11月5日に行われ，テーマ
は「火の国の古墳」と題し，講i師は白木原和美氏である。白木原氏は1929年生れ
で，東京大学卒業後，明治大学大学院修士課程へ進まれ，1962年に修了された。
その後，天理大学付属天理参考館に勤務。現在，熊本大学文学部教授。主な著書
　　　　　　　　　　　　　　には「陶質の壺とガラスの玉」　『古代文化』23－
　　　　　　　　　　　　　9・10　1971。　「類須恵器の出自について」『法文
　　　　　　　　　　　　　論叢36　1975　熊本大学法文学部。　「南西諸島の
　　　　　　　　　　　　　類須恵器一シナ海半月弧文化圏一」　『えとのす』
　　　　　　　　　　　　　　9　1978。　「ツボゴの壷一吐鳴剣における祭祀形
　　　　　　　　　　　　　　態の始源とその変遷」　『文学部論叢』9　1982
　　　　　　　　　　　　　熊本大学文学会，　「南東二題」　『論集日本原史』
　　　　　　　　　　　　　　1985　吉川弘文館など多数ある。
　　　　　　　　　　　　　　講義の内容は，まず肥後の古墳をいくつかのグ
　　　　　　　　　　　　　　ループに分ける。北部の荒尾・大牟田方面のグル
　　　　　　　　　　　　　　ープは比較的小規模の横穴石室をもつ古墳が目立
ち，その中に初期のものもみとめられるが，これは石人石馬を持つグループの影
響下にあった地域とも関連する。菊水・山鹿・鹿央方面は巨大で豪華な古墳を中
心とするいくつかの群で構成され，その後の横穴式石室には装飾が発達し，石室
の構造に肥後独特の様式をなす。宇土半島のつけ根周辺は前期古墳が群集すると
ころで，蓋など巨大な石製品を墳近に持つことで有名である。このように，それ
ぞれの地域によって異なる古墳文化をもつ。特に，宇土半島基部での展開はやや
早いが，その影は次の段階では薄くなってしまい，菊水一鹿央は後発気味であり
ながら規模を急速に拡大して存続しつづけているというように，前者は火の国の
古墳文化の幕開けの地であり，後者は，いわぽ文化基地である北方に近接した条
件を生かしながら，さらに西方の多島海域の勢力を従え，火の国，つまり，熊本
・長崎の中心的位置を占めた地であった。
　第3回目は11月12日に行われ，高橋護氏を講師にお迎えした。　「吉備国造の世
界」をテーマに約2時間お話しをいただいた。高橋氏は1933年生れで，1959年本
学文学部を卒業。後に岡山県立博物館へ勤務し，現在，同博物館学芸課長。主な
著書は「土器とその形式」『考古学手帳』1　1958，　「古墳文化の地域的特色，
瀬戸内」　（共著）　『日本の考古学，古墳時代（上）』1966　河出書房。　「古墳文
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似顔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化各説　四国・中国」　（共著）　『新版考古学講座
　高橋　護氏　　　　　　　　　　　　　　　　5　原史文化（下）』1970　雄山閣。　「上東式土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器の細分編年基準」　『研究報告』7　1986　岡山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立博物館など多数ある。講義内容は，まず古代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉備を考える上でもっとも大きな課題は，前方後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円墳成立期の問題と造山古墳，作山古墳の二大古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墳の築造にかかわる問題であるとし，浦間茶臼山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古墳，中山茶臼古墳などから神宮寺山古墳にいた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼二ご難鷲欝緯課纂砦蒙稀発難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／である．もろもろのデー。か脹さ36。mの造山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古墳，長さ286mを測る作山古墳の造営について
　　　　　　　　は，新たな解釈が求められる。大豪族吉備氏とこの古墳との関連は，今後，吉備
　　　　　　　　氏の系譜伝承をどのように理解するかなど，吉備に関する文献史料全般にわたっ
　　　　　　　　て内容の検討を要する問題であり，考古学的資料と文献史料をどのように位置づ
　　　　　　　　けるかにかかっている。
梅沢重昭氏　　　　　　　　　　　　　　　てお話しをしていただいた。テーマは「毛野国と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東国の古墳文化」である。梅沢氏は1934年生れで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1960年に本学大学院修士課程を修了。その後，群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬県教育委員会に勤務し，群馬県立博物館学芸員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・同館副館長，群馬県埋蔵文化財センター所長な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どを経て，現在は群馬県教育委員会文化財保護課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長。主な著書には「前方後円墳に附設する周堀に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて」　『考古学雑誌』45－3　1959。　「群馬県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域における初期古墳の成立」　『群馬県史研究』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・3　1975・1976。　「毛野の古墳の系譜」『考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古学ジャーナル』150　1978。「毛野の埴輪」『考
　　　　　　　古学ジャーナル』253　1985。　『目で見る群馬の遺跡』　（共著）　1985換乎堂な
　　　　　　　ど多数ある。講義は古墳出現以前の群馬県地域のあり方から，石田川式土器分布
　　　　　　　圏の成立，古墳の出現と地域圏の形成へと話しを進め，そして，前方後円墳の発
　　　　　　　達と毛野の形成，毛野地域政権への発達へと，長年，自分の目と足とで適格に捉
　　　　　　　えた毛野国における古墳文化を浮彫りにした。
　　　　　　　　最終日は11月26日で，講師は岡田淳子氏である。テーマは近年とみに注目を集
　　　　　　　めている北海道式古墳にスポットを当て「北海道式古墳とその時代」とした。岡
　　　　　　　田氏は1932年生れ。明治大学文学部考古学を卒業し，東京大学大学院修士課程に
　　　　　　　進み，修了後さらに母校へ戻り明治大学大学院博士課程へ進む。同院修了後，国
　　　　　　　立音楽大学助教授・北海道大学文学部助教授を経て，現在，北海道東海大学国際
　　　　　　　文化学部教授。
　　　　　　　　主な著書には「土師器」　（共著）　『日本考古学講座5　古墳文化』1956　河出
　　　　　　　書房，　「土師器小考」　『考古学手帳』4　1958，　「土師器の編年に関する試論」
一11－一
Fig．12
　岡田淳子氏
Fig．13
会場を埋めつく
す受講者
r八王子中田遺跡　資料Wt　m』
19δ8　八王子市中田遺跡調査
会。　「北海道にみる本州古代文
化の射影」　『論集日本原史』19
85　吉川弘文館など多数ある。
　講義内容は，まず研究史から
始まり，この種の古墳はいずれ
も石狩低地帯を南から流れ下っ
て石狩川に注ぐ支流の河岸段丘
上に位置している点を指摘す
る。いままでに約30基ほどの古
墳が調査されていて，それによ
れば形態はすべて円墳であり，
直径3～7mの規模を有する。そ
して，周溝がめぐり，中央に浅
い墓墳もある。出土遺物は鉄刀
（蕨手刀を含む），鍬鋤，鎌，
斧，鉋，刀子などの鉄器類と土
師器，須恵器などが大部分を占
める。このほかに少数の玉類，
鉄環，　　　鈴金具，紡錘車なども出土しており，これらからみて本州との密接な関連
をうかがい知ることができる。これら墳丘墓の出土品と関連する遺跡としては，
江別・札幌・恵庭・千歳に分布する集落跡があり，この地域に本州と関連のある
人達が集中的に住みつき，北海道式古墳の群集を残したものであろうと結んだ。
なお，北海道式古墳の築造年代は，西暦800年以後，900年までは下らないであろ
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Fig，14
　修了証贈呈式
友の会発足
うという。
　岡田氏の講義開始直後，氏の御義父の言卜報に接することになるが，氏はそのま
ま講義を定刻まで続行され，公開講座も無事終了することができた。氏に厚く感
謝申しあげると同時に，故人への
こめい福をお祈りしたい。
　講義終了後ただちに閉会式が行
われた。受講者258名のうち皆勤
者は140名であった。大塚館長代
理の熊野から代表者・山本静江さ
ん・美野里さん母子へ修了証が手
渡され，これで本講座の全日程を
終えることになった。
　このように，1988年度の博物館
活動は，　　　　当初，予想したようにまさに多忙の一年間であった。しかし，本学が標
傍する「開かれた大学」としての窓口である博物館の使命を一歩一歩着実に果し
ているという実感をあじわうことができた。そのほかに，日誌抄をご覧になって
いただければわかっていただけるかと思うが海外からの研究者の来館が非常に多
いということである。中国・韓国・ソ連・パキスタン・ユーゴスラビア・カナダ
など各国の研究者におよんでいる。今後ますますこういった諸外国の研究者の来
館が予想されるところであるが，博物館としての対応を考えていかなけれぽなら
ない。一方，本館の支援団体である友の会のことについてふれておかなけれぽな
らないだろう。友の会は1988年6月24日に発足をみた。友の会は第1回博物館公
開講座「日本人類文化の起源を探る」の受講者の間から要望があって，第2回博
物館公開講座の最終日に有志あい集い発足への準備を進め，そして，第3回博物
館公開講座の最終日にめでたく発足への運びとなったものである。発足当時の会
員数は約150名で構成され，発足後，積極的に活動を展開している。茨城県勝田
市・虎塚古墳や十五郎穴横穴群，馬渡埴輪製作跡などの遺跡見学を企画したり，
博物館事業に対する支援などまずまずは順調なスタートをきった。できたての友
の会であるため万全を期することはまだ時間を要すると思うが，それでも着実に
スタートしたことは幸いである。今後，期待することは大である。
《余自録》 博物館実習生の受入れ
　本館では数年前から博物館実習生の受入れを積極的に行っている。もちろん，これは本学の学芸員養成
課程における実習生の受入れを第一の目的としたものであったが，けっして本学にかぎるものではない。
いままでにすでに本学以外の3大学からの受入れを行っている。各博物館には各博物館の実習の仕方があ
る。ある博物館では10日間のカリキュラムを組み，この内容は講義と実技とを兼ね備えるという親切なと
ころもある。ある博物館は全期間収蔵庫に眠る資料の整理で終了するところもある。このようにその仕方
は千差万別である。本館の場合は，実習生を客としてではなく準職員として扱うことにしており，学芸員
と共にいろいろな仕事に取り組んでもらうことにしている。この体験を通じて実習生は本館がどのように
運営されているのか自ら考えるような指導につとめている。　　　　　　　　　　　　　（熊野）
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